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平成 25 年９月３日 

各      位 

会 社 名  日本社宅サービス株式会社 

代表者名  代表取締役社長 笹 晃弘 

（コード番号 8945   東証マザーズ） 

問合せ先  常務取締役  竹村 清紀         

（TEL． 03 － 5229   － 8700  ） 

 

第５次中期経営計画の策定に関するお知らせ 

 

 

当社グループは第４次中期経営計画において、「事業規模拡大と投資（社宅管理事務代行事業）」・「管

理サービスの価値最大化と体制整備（施設総合管理事業）」という主要テーマのもと、各種施策を推進し

てまいりました。これら施策をさらに充実させ、引き続きサービスの継続体制の拡充と中長期的な成長

をゆるぎないものにするために、第５次中期経営計画を策定いたしましたのでお知らせいたします。 

 

 

1. グループミッション 

『新たな価値を創造し、世の中の標準に進化させていく』 

 

 

2. 中期経営計画の基本方針 

（1）中期経営計画の骨子となる基本方針 

①お客様業務の継続的な安定性の確保がアウトソーサーの使命と社会的責任であると考え、有事

の際の事業継続体制と環境を整えてまいります。 

②高い専門性と、地域密着ならではの豊富な情報やサービスを提供できる「日本社宅ネット」を

より一層充実させ、顧客サポート力をさらに向上させてまいります。 

③価格競争に巻き込まれない付加価値の高いサービスや差別化された新規技術の開発を進め、将

来の収益拡大に向けた基盤づくりを進めてまいります。 

④既に市場投入している新サービス「マーカスさん」を中心に、新しい収益の柱「第三の事業の

創出」を育成してまいります。 

⑤「人材（人財）の強化及び育成の充実と、グループの社会的評価の向上」をベースに据えなが

ら、事業規模及び利益規模の拡大を図ってまいります。 

  

（2）経営の基本戦略 

 ＜社宅管理事務代行事業＞ 

『継続的規模拡大と新規サービスの投入』 

① 「オペレーショナル・エクセレンスの追究」による高い品質基準を背景とした「しゃたくさん」 

の拡充と総合コスト削減サービスの推進により、「カスタマーバリューの拡大」を実現し、新

規獲得の強化とストックの維持拡大を図ります。 
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②第２オペレーションセンター（札幌市）による、サービス継続体制の拡充と生産性向上の両立

を目指します。 

③長期的視点に立った新規サービスの提供開始と、次の中核事業としての育成を推進し、事業体

の進化に向けた改革を継続、必要に応じてさらなる投資も計画して行きます。 

④事業の拡充に向けた次世代人材の育成を推進します。 

 

 ＜施設総合管理事業＞ 

『市場構造の変化に対応し進化する企業体』 

①リプレース営業による新規受託の拡大を目指します。 

②サービス品質の向上を背景に、居住者とのコミュニケーションアップと需要創造への対応を行

います。 

③差別化戦略に基づいた既存ストックからの収益拡大を推進します。 

④業界№1の生産性の実現を目指します。 

⑤グループシナジーの創出による成長を促進します。 

 

 

3. 中期経営計画の目標 

（1）計画数値 

【連結】                                                   （単位：百万円） 

第 15 期

実績 

(平成 25年 

   6 月期）

第 16期 

計画 

（平成 26年 

6 月期）

伸率

第 17期

計画  

（平成27年

6月期）

伸率

第 18期

計画 

（平成28年

6月期）

伸率 
3年 
成長 
（率） 

第 15期

から 

第 18 期

の増減 

売 上 高 6,146 6,471 5.3% 7,388 14.2% 8,176 10.7% 33.0% +2,030

営 業 利 益 440 460 4.6% 719 55.9% 1,053 46.4% 139.1% +613

経 常 利 益 467 480 2.6% 737 53.2% 1,052 42.7% 125.0% +584

当期純利益 211 283 34.3% 440 54.5% 636 44.5% 201.4% +425

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

6,110 6,542
7,051

2,922 2,987 3,045 3,685 4,265

3,115 3,227 3,162 3,430
3,707

3,915

0

2,000

4,000

6,000

8,000

H23/6 H24/6 H25/6 H26/6 H27/6 H28/6
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第５次中計施設総合管理事業

売上高

第５次中計社宅管理事務代行

事業売上高

430 453

769
575 533 
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1,053 
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計画連結営業利益

実績及び第５次中計連結

営業利益

8百万円101百万円

（336百万円）

101百万円

（336百万円）

115百万円

（80百万円）

115百万円

（80百万円）

101百万円

（70百万円）

101百万円

（70百万円）（第４次中計）

売上高
（百万円）

営業利益
（百万円）

（期）

投資金額：第５次中計

第４次 中期経営計画（H24/８）

H25/６期
（実績）

H26/６期
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H27/６期
（計画）

H28/６期
（計画）

H24/６期
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8,176
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6,4716,146

H23/６期
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「マーカスさん」を中心とした
ソリューションサービス

連結営業利益に占める割合は、
約30％（３億円）程度

「マーカスさん」を中心とした
ソリューションサービス

連結営業利益に占める割合は、
約30％（３億円）程度

第５次中期経営計画（H25/９）
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【連結財務指標】 

経営指標 
第 15期実績 

（平成 25 年 6 月期）

第 16 期計画 

（平成 26 年 6 月期）

第 17 期計画  

（平成 27 年 6 月期） 

第 18 期計画  

（平成 28 年 6 月期）

売上高成長率 0.0％ 5.3％ 14.2％ 10.7％

営業利益成長率 △17.5％ 4.6％ 55.9％ 46.4％

経常利益成長率 △12.7％ 2.6％ 53.2％ 42.7％

売上高総利益率 20.0％ 18.5％ 20.9％ 23.3％

売上高営業利益率 7.2％ 7.1％ 9.7％ 12.9％

売上高経常利益率 7.6％ 7.2％ 9.5％ 11.2％

1株当たり当期純利益 53.52 円 71.35 円 110.77 円 160.11 円

（1） 第 16 期以降の 1株当たり当期純利益は、平成 25年 6月末時点における自己株式（2,137,348 株）を控除し

た発行済株式数（3,975,452 株）にて算出しております。 

（2） のれん償却は、第 16期（平成 26年 6月期）以降減額となり、第 16期１百万円、第 17期以降は 0円となり

ます。 

（3） 目標とする経営指標（連結） 

  ①営業利益成長率    15％ 以上 

  ②売上高成長率      8％ 以上 

③売上高営業利益率   10％ 以上 

 

（ご参考） 

概要につきましては、「平成 25年 6月期 決算説明会資料」をご参照ください。 

（URL: http://www.syataku.co.jp/toinvestors/pdf/irplan130903.pdf） 

 

 

以上 

 


